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子どもたちに

日常がもどることを願つて

今年度、再再任という形で、北

海道造形教育連盟会長を仰せつか

りました、札幌市立宮の森中学校

の森長弘美でございます。本来で

あれば4月 の委員総会で、各議案

と共にご承認をいただくところで

ありましたが、 ご存知の通り、今
年度は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、委員総会を中止

とし、書面による審議を以ってご

承認をいただいた次第です。

また、今年度は本連盟の創立70

周年にあたり、委員総会と併せて

「祝う会」を催し、この 10年の活

動を振り返る映像の上映や、顧問

の先生方による座談会なども企画

しておりましたが、今後の状況が

見えない中では「祝う会」の開催

を断念せざるを得ないと考えまし

た。年末にはお配りする予定であ

った「記念誌」の編集作業も現在

中断しておりますので、今後は、
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次年度4月 発行を目指 してまいり

ます。

さて、4月 から、小学校で新学習

指導要領が全面実施 となりまし

た。 しかし、新学期が始まって一
週間ほどで学校は休校となり、授

業の準備 をされてきた先生方に

は、 |か 月半の間、子どもたちと

向き合っての授業が始められない

もどかしさを感じた方もいらっし

ゃつたのではないでしょうか。

6月 、長い休校が明けて子どもた

ちが学校に戻って来ました。子ど

もたちは図工や美術が大好 きで

す。今はまだ感染症の終息は見え

ませんが、再開した授業では、教

育課程の見直しを図りながら、新

学習指導要領が求める「主体的

対話的で深い学び」の実現を目指

して進んでいきましょう。そし

て、今こそ、図工・美術を通 して

子どもたちの心を開き、一日も早

く日常が戻るよう、のびのびと自

分を表現することを支えていきま

しょう。

この感染拡大防止の動きを受け

て、 7月 28日 に r15催 予定であっ

た、「第70回 全道造形教育研究大

会函館 渡島・檜山大会」も中止
が決まりました。これまで準備を

進めてくださっていた函館市美術

教育研究会、渡島美術教育研究

会、檜山造形教育研究会の皆様に

は大変申し訳なく思っておりま

す。

さらに、北海道教育美術展につ

いても、審査や展示などの際の安

全な環境の確保に不安があり、先

が見通せない状況の中での作品募

集は混舌しを招くことになり兼ねな

いという懸念から、今年度は中止

といたします。

この一年は、限られた範囲での

活動となりますが、北海道造形教

育連盟は、各地区サークルや他の

機関との連携を図りながら、北海

道の追形教育に資するよう、情報

発信などを通して活動を進めてま

いりますので、ご理解とご協力を

いただけますよう、だよりお願い

申し上げます。
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新たな北海道の
つながりを求めて

新型コロナウイルス感染症拡大

防止により全国の学校が約2か 月

以上にわたって臨時休業となりま

した。今年度予定されていた様々

な研究会・研修会の中止という知

らせも相次ぎ、残念なが ら7月 に

開催予定であった「第70回 全道造

形教育研究大会函館・渡島 檜
山大会」も中止となりました。こ

れまで準備をしてこられた道南ブ

ロツクの各サークルおよび大会実

行委員の皆様のご努力やご苦労を

想 うと、仕方のないこととはい

え、とても歯がゆく残念でなりま

せん。

勿論、それは私をはじめ、毎年

全道大会に集い、ともに追形教育

に携わる仲間同士がつながり合う

ことを楽しみにしていた全道各地

の先生方にとっても同様であろう

と思います。

これまで当たり前のようにある

と思っていたつながりは、状況次

第でいともたやすく途切れるもの

なのだと寂しく感じる一方で、私

たちはいろいろな人とのつながり

の中で生かされ、それが私 らしく

生きることにつながっているのだ

と改めて強く感じます。

私事になりますが、この臨時休

業中に専科として受け持っている

子どもたちとオンラインで図工の

学習を行うことになりました。他

教科で行つていた学習の様子を参

考にしながら、図工だったらどん

なことがどのようにできるかな…

Jヒ海道造形教育連盟

研究部長 中 村 珠 世
(」L海道教育大学附属札幌小学校 )

と考え実践 してみました。そうし

て気付いたのは、 “教材"は いく
つも思い浮かぶけれど、 “投業"

にしていくのは思いのほか難しい

ということでした。機器の操作に

慣れない難しさもありますが、こ

れまで図工の授業の中で大切にし

てきた、子ども同士の自然な関わ

り (つ ながり)を なかなかつくれ

ないことが何よりも難しく感じた

のです。オンラインの学習におい

ても小集団の交流を位置づけるこ

となどはできますが、隣の席の友

達と何気なくやり取りをする中で

次に向かう手がかりを得て表現に

向かっていくというような、学校

で当たり前に行ってきた授業の形

態をそのまま当てはめようとする

ことはそぐわないのでしょう。昴ヾ

ずかしながら、実際にやってみる

ことで気付いた次第です。

とはいえ、オンラインで授業を

おこなってよかったと感じること

も多くありました。画面越 しでは

あるけれど、友達や先生とつなが

り、友逹が取り組んだ作品を見て

「そういうアイデアもあるのか

～ !それなら…」と発想を膨 らま

せるなど、感じたことや思ったこ

北海道造形教育連盟の研究主題はこちら

h十 lp://hokuzou kir jp/reseOrch_subj ect.hlml

昨年度までの全道大会の資料はこちらから

hl十 p://hokuzOu.kir jp/十 oikoi61-70.httm l

とをやり取 りするのは子どもたち

にとっても、教師にとっても楽 し

く、何より安′ヾ感につながるもの

で した。

この経験か ら、大切なのはこの

先 どのような状況になっても、つ

なが りを切ることなく、その時に

できるつなが り方を模索 していく

こと。そして、つながりの中で自

分 らしさを大事にしていくことな

のだと感 じました。

北海道造形教育連盟研究部 とし

ても年2回 のネッ トワーク会議や

全道大会などで直接集まることは

難 しい状況にありますが、今年度

はオンラインによる交流 を中心

に、新たなつなが りを模索 してい

きます。 これは昨年度の道北ブロ

ックの先生方の取組が基になって

います。距離が遠 く離れていて、

直接会うのは難 しい状況であつて

も、オンラインで行 うことによっ

て私たちはつながり合 うことがで

きます。そして、オンラインであ

ることのよさを生か し、年2回 に

限らず、いろいろな方が参カロし情

報交流できる機会をつくっていき

たいと考えています。

新たな学習指導要領、新たな教

科書、そして「新 しい生活様式」

下における日々の授業など、図

工 美術に関わる悩みや工夫をは
じめ、これからの時代に向けての

夢などいろいろなことを交流し、

実現できたらと思います。北海道

各地の L●L様 と新 しいつながりが生

まれることを楽 しみにしていま

す。



第70回全道造形教育研究大会～函館0渡島・檜山からのご挨拶

第70回全道造形教育研究大会函館 渡島 檜山大会
実イ子委員長 仲 井 靖 典

(函館市立本通中学校長)

7月 28日 に開催が予定されてお

りました、第70回 全道造形教育研

究大会函館 渡島 檜山大会です
が、過日、正式に開催中止が決定

いたしました。皆様と造形教育を

熱く語 り合うべく、「是非、函館

へ !」 と強くお誘いしたいところ

ではありましたが、今年は新型コ

ロナウィルス感染症対応によりそ

れが実現できず、′ヾ底残念です

し、切なさを感じています。
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市美術象育研究会
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形教育研究会の二団体が協力して

実行委員会を立ち上げ、一昨年度

から少しずつ準備してまいりまし

た。そして 【大会テーマ :美の開

拓力～未来はぐくむ造形教育～】

の下、図工・美術科による「力強

い学び」と、造形教育と関わりの

ある機関との「つながり」を生か

した教育活動の可能性を模索した

例年全道から作品を募集し、 2月 に審査研修会を行っておりました北海道教育美術展ですが、今年度の

開催について第 1回常任委員会で検討し、「今年度は中止」とぃたしますことをお知らせいたします。

① 新型コロナウィルス感染防止対応により、12月 末の審査研修会開催が難しい状況が想定される。
② 同じく、1月 の展覧会についても、開催が難しい状況が想定される。
③ 長期の休業による教育課程の見直しの中で、図画工作科・美術科の時数削減等により、制作の時数
が削減され応募作品点数の減少が見込まれる。

以上のような点を踏まえ総合的に検討した結果、募集要項を発送する前に中止という判断をいたしまし

た。

毎年、本美術展を楽しみにされていた子どもたち、教職員、関係者の皆様にとって大変残念なお知らせ

となりましたが、 このような状況が一亥」も早く改善され、次年度は例年通り開催ができますことを願って
おります。

いと願い、それぞれの担当の先生

方で計画的に準備をすすめてきた

ところです。

館美術館と道南の教育関係者とが

連携する機会がこれまで以上に多

くなり、以来、「協働」の意識が

高まってきています。とりわけ、

「道産子追憶の巻」 (岩橋英遠 :

作)の実物を展示する特別展を、

第70回 全道造形教育研究大会に日

程を合わせて企画してくださいま

した。これは、道教委で作成した

アー トパネルの鑑賞授業とリンク

させ、アー トパネルの鑑賞授業を

経験 した子どもたちが「本物と出

会って′むを震わす瞬間を見届ける

授業」を作りたいという、我々教

師と美術館の方々との願いが重な

り合って実現するはずだった、3

年以上の準備期間を要した夢のよ

うな企画でした。また、公開授業

については、広域であり、輸送手

段等さまざまな壁はありました

が、渡島管内の学校からの提供も

企画しておりました。

今回の函館・渡島・檜山大会は

幻の大会 となって しまいました

が、 これまでの準備で培った我々

自身の学びと、各サークルおよび

関係機関とのつながり (人 と人と

のつながり)を 大切な財産とし,

今後につなげていければと思って

います。

一日も早い新型コロナウィルス

感染症の終息を願いつつ、これま

で大会実現のためにご協力をいた

ださました各関係機関の皆様、公

開授業や提言の準備をitLめ てくだ

さいました先生方、そして大会参

カロを楽しみにしてくださいました

多くの皆様にヽか ら感謝申し上

げ、 ご挨拶 とさせていただきま
す。



心 地区サークル紹介甫祈活見蔦im
十勝造形サークル

□会員数 :25名

□小学校5名  中学校20名 (管理職 1名 )

十勝造形サークルは、十勝全域

から25名 の教員で構成されていま

す。平成7年の名簿では48名 の大

所帯でしたが、ここ20年 くらいは

25名 前後で推移 しています。2,

30年前は一泊のスケッチ旅行、先

生方の作品展など行っていたと聞

きます。 (作品展は体裁を変え現

在も有志で活動 しています)

平成 10年の授業数減以降、段々

と活動はコンパクトになり、現在

は十勝子ども大会での作品審査

展示をメインに、合同サークル研

究会、研修講座の講師担当などが

主な活動内容です。

十勝子ども大会の作品展では、

十勝の小中学校から毎年約 500点

もの応募作品があり、その中から

300点 あまりを選び展示 していま

す。審査と展示を一気に行うので

苦労も多いのですが、一生懸命制

作された力作を沢山見ることが出

来るこの大会は、サークルのみん

ながとても楽しみにしています。

合同サークル研では、授業公開と

協議の他、各校の作品を持ち寄り

わいわい楽しく勉強会をします。

研修講座では子どもや教師のニー

ズに合わせ、版画やレザークラフ

トなど毎年趣向を凝らした実技講

習を行っています。今後は2022年

予定の全道造形大会 (帯広 十勝

大会)に 向け、帯広市教育研究
会 図工美術部会と連携を深め、
改めて子どもたちと造形活動に向

き合い、研究を進めていく予定で

す。

留萌地方美術教育連盟
国会員数 : 名
□昨年度 |口の授業研究を行いました

留萌地方美術教育連盟では、昨

年度「人生を豊かにするワクワク

あ.S、れる造形教育」の研究主題の

もと、研究授業を行いました。

小学6年生の「アミアミアミー

ゴ」の授業では、先生が用意した

色々な種類の紙バンドに子どもた

ちがワクワクしながら、構想を膨

らませて製作する姿が見られまし

た。 バンドが組みにくヽヽ時には、
グループで助け合いながら、世界

に一つだけの器を完成させること

ができました。ワクワクする素材

と出会い、索材 と触れ合 うこと

で、特性を知り、コツをつかみな

がら自分の思いを形にしていく…

そんな授業となりました。

授業の後には「作品を語る会」

を行い、子どもたちの様子や指導

法等をざっくばらんに語り合いま

した。授業研と研修を隔年で行っ

ていますが、「作品を語る会」は

毎年行い、本研究会で大切にして

いる活動の一つとなっています。

7月 には全道造形研究大会道北ブ

ロックの運営としてお手伝いさせ

ていただきました。4つの地域が

協力して行う大会ということで、

他地域の先生方との交流に東」激を

受けながら参カロすることができま

した。題材屋台では、海に流れ着

いた漂流物を会場に持ち込み、お

客さんに自由な発想で市1作 しても

らうお店を出店しました。

留萌の地域性とアー トの可能性

をPRできる場となりました。
会員が減少している留美研です

が、活動内容を見直し、身の丈に

あった、そして、少人数でアッ ト

ホームな雰囲気で作品を通 して子

どもたちについて語る会 として活

動を続けていきます。

雪         

―
 ―
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昨年度末から予想もしていない状況が続き、会員の皆さんとの交流がいつも通りできないのがもどかしいです。今回
より、より見やすい紙面を考え構成や文字などを考えてみました。いかがでしょうか。そして、こんなときこそ、チー
ム北海道として、一致団結 し、皆様とともに研鑽を積んでいけたらと思いますので、よろしくお願いします。

く北海道造形教育連盟 広報部 > 黒 川 友 理 篠 原   貴 小 林 知 広


